
入札条件及び入札に際しての注意事項 
 
当業務委託は、狩野川東部浄化センターから排出する下水汚泥の処理業務（収集・運搬及び処分）

を委託するもので、入札にあたって次の事項を入札条件及び入札に際しての注意事項とします。 
 
１ 入札に参加できる者は、静岡県流域下水道産業廃棄物（下水汚泥等）処理業務競争入札参加資

格者名簿に登録された者（グループ）とする。 
 
２ １者の処分業務を担当する者と１から５者の収集運搬業務を担当する者（前項の入札参加資格

者名簿に登録された者に限る。）がグループとして入札に参加する場合は、処分業務を担当する者

がグループ代表として入札を行うものとする。 
  なお、処分業務と収集運搬業務を担当する者が同一の者であってもよい。 
 
３ 入札に際し、産業廃棄物（下水汚泥等）処理業務の委託に係る一般競争契約入札心得を承知す

ること。 
 
４ 沼津土木事務所における過去５か年度の入札において資格不適となっている者に対し、資格確

認通知前に実地確認を行う。 
 
５ 落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する額を

加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）をも

って落札価格とするので、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問

わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。 
また、入札価格は、下水汚泥１トン当たりの収集運搬業務の契約希望金額の１１０分の１００

に相当する金額と処分業務の契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額の合計に予定数量

を掛けた金額を比較対象価格とする。 
  なお、内訳書には下水汚泥１トン当たりの収集運搬業務の契約希望金額の１１０分の１００に

相当する金額と処分業務の契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額及びその合計金額を

それぞれ記入し、業務期間中の予定数量に対する収集運搬予定数量の割振りを記入すること。 
 
６ 最低価格を投入したものをもって落札者とし、１トン当たりの単価にて契約する。 
  なお、同日に開札する東部浄化センターにおける下水汚泥処理業務委託（Ｒ７年度分 東部その１

から４）のうち、既に２件の業務委託について落札候補者となった者は、入札には参加できないもの

とする。 
開札は東部その１、その２、その３、その４の順に行う。 

 
７ 収集運搬業務と処分業務を担当する者が異なる場合は、業務ごとにそれぞれの者と契約する。 
 
８ 当業務委託の業務期間は、令和７年４月１日 から 令和８年 3 月 31 日 までである。 


